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1. はじめに 

1.1 本書の目的 

本書は「PC Connect Monitor Advance」の概要、利⽤環境、導入⼿順、基本仕様などをまとめた⽂書です。 
本アプリケーションをご利⽤頂くにあたって、PC にインストール、設定、または運⽤を⾏う担当者向けに作成しています。 
《オプション》 表⽰のある章タイトルはご利⽤ケースに応じてご確認ください。 
 

1.2 製品概要 

「PC Connect Monitor Advance」は対象の Windows PC 上で動作する常駐型アプリケーションです。 
指定したフォルダーを監視し、京セラ複合機からのスキャン・ファクス転送、または PC で新規作成されたファイル形式
（PDF/TIFF/JPEG）の保存を監視、格納されたことをクライアントに通知します。また、監視先毎に設定された動作を⾃動
で実施（⾃動仕分・⾃動変換・⾃動印刷）するアプリケーションです。 

 

＜機能＞ 
・フォルダー監視機能 
・変更通知機能（ポップアップ通知） 
・⾃動フォルダー仕分/リネーム機能 
・XDW 変換機能 
・⾃動仕分印刷機能 
・その他 
（アクティベーション機能/ネットワーク認証機能/設定ファイル保存機能/ログ保存機能） 
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＜画面＞ 
・設定画面 

監視先フォルダーの指定や各種⾃動化実⾏に必要な設定ができます。 
機能毎に、「監視設定」「仕分設定」「XDW 変換設定」「⾃動印刷設定」「オプション」タブが⽤意されています。 

 
 
 
・変更通知画面 

監視先または仕分先に格納されたファイル情報を通知し、格納先のフォルダーを開く、ファイルを開く動作ができます。 
また、⾃動変換や⾃動印刷の出⼒結果も通知されます。 
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1.3 ご利⽤になる前の事前準備 

本アプリケーションをご利⽤頂く前に事前に設定、環境が準備できているかご確認ください。 

 変更通知機能を利⽤する場合 

Windows OS 上で通知機能を利⽤する場合、事前に以下の Windows 設定をご確認ください。 
Windows10/11 の場合、Windows スタートの「設定」から「システム」を選択し、「集中モード」※をオフにしてください。 
逆に、「集中モード」をオン（重要な通知のみ/アラームのみ）にすることで、⼀時的に変更通知をオフにすることができます。 
※Windows 11 22H2 以降は「応答不可モード」です。 

    

 
通知の設定は、デスクトップ右下のアイコンから⼀時的に変更することもできます。 
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 ネットワーク経由の機能を利⽤する場合 《オプション》 

本アプリケーションの機能でネットワーク経由の機能（ネットワークフォルダー監視・仕分機能、FTP 印刷による⾃動印刷機能
等）を利⽤する場合、ご利⽤中のネットワーク（ドメイン、プライベートまたはパブリック）上で Windows Defender ファイア
ウォールで「PCConnectMonitorAdvance」の利⽤を許可されている必要があります。 
※本設定は本アプリケーションを事前にインストールした上で、ネットワーク経由の機能を利⽤する場合に事前に設定する必要
があります。 

 

また、ネットワーク上のフォルダー閲覧や印刷指⽰時に、毎回注意（利⽤許可）画⾯を表⽰したくない場合は、UAC（ユー
ザーアカウント制御）の通知をオフ（通知しない）に設定します。 
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 京セラ複合機のファクス転送機能と連携したフォルダー⾃動仕分機能を利⽤する場合 《オプション》 

ファクス転送によるフォルダー仕分けをする場合、以下の設定を推奨しています。 
 
■京セラ複合機側ファクス転送設定 

ファクス転送時の⽂書名を以下のように設定することを推奨します。 
⽂書名  ︓英数字 3 ⽂字（例︓doc） 
付加情報（システム情報）︓⽇付（年⽉⽇時分秒 １４⽂字） 
付加情報（送信元情報）︓番号/アドレスを後ろに付ける 
※複合機での⽂書名設定⽅法は本項後述をご参照ください。 
※上記で作成されるファイル名例︓doc202411011230450311112222   

 
■PC Connect Monitor Advance 仕分条件（インプットキー）設定 

キー情報取得元  ︓ファイル名 
インプットキー条件設定 ︓⽂字位置指定 

「17」⽂字目の「後部」をキー情報とする 
 
※京セラ複合機のファクス転送設定全般は、対象複合機及び FAX System の使⽤説明書をご参照ください。 
 次⾴から京セラ複合機のファクス転送設定時の⽂書名設定のポイントをピックアップして解説します。 
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■ファクス転送時の⽂書名設定⽅法（TASKalfa 7054ci シリーズの場合） 
画⾯上部の「…」から「システムメニュー」を選択します。 

 
 
画⾯右側の「機能設定」から「条件付き受信/転送」を選択します。
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「すべての受信に適⽤する」を選択します。 
「OK」を選択します。 

 
 
「転送設定」を有効にし、転送先を設定します。 ※事前に転送先設定が必要です。  
「ファイル形式」で「PDF」「TIFF」のいずれかを選択します。 
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「⽂書名設定」を選択します。 

 
 
「⽂書名」に英数字 3 ⽂字を設定します。（例︓doc） 
「付加情報（システム情報）」で「⽇時」を選択します。 
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「付加情報（送信元情報）」で「番号/アドレスを後ろに付ける」を選択します。 

 
 
 
■ファクス転送時の⽂書名設定⽅法（ECOSYS M6635cidn の場合） 
「システムメニュー」を選択します。 
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「ファクス」を選択します。 

 
 
「転送設定」を選択します。 
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「⽂書名」を選択します。 

 
 
「ファイル名」を指定します。 
※京セラ複合機ファクス連携では、初期設定の「doc」か、変更する場合も半角英数字 3 ⽂字固定で設定ください。 
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「付加情報」で「⽇時」を選択します。 

 
 
「送信元情報付加」で「番号/アドレスを後ろに付ける」を選択します。 

 
 
 
  



 

 16 
©2024 KYOCERA Document Solutions Japan Inc. 

 京セラ複合機アプリケーションと連携したフォルダー⾃動仕分機能を利⽤する場合 《オプション》 

対象となる京セラ複合機の専⽤アプリケーション「Kyocera PC Connect」の属性情報を利⽤したフォルダー仕分けをする場
合、複合機側で、アプリケーションのインストールと設定を⾏います。Kyocera PC Connect は以下ホームページで無料にて
提供しています。対象機種、アプリケーション、設定ガイド（クイックガイド）の詳細については、以下リンク先をご確認ください。 
Kyocera PC Connect サポートページ   
https://www.kyoceradocumentsolutions.co.jp/support/ict-service/pc-
connect/?product̲id=Kyocera%20PC%20Connect  
 
■Kyocera PC Connect 連携 

対象となる京セラ複合機で利⽤できる専⽤アプリケーションです。複合機からスキャン送信する際に、ファイル名に属性情報
を付与し、送り先を選択できます。以下は、初期サンプルボタン「電帳法保存」で付与できる属性情報例になります。 

帳票種類 ︓「請求書」    ※初期サンプルで「契約書」「⾒積書」「納品書」も選択可能です。  
取引先 ︓「A 株式会社」  

 取引年⽉⽇ ︓「20241101」 
 取引⾦額 ︓「315480」 
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 QR コードによる⾃動仕分機能を利⽤する場合 《オプション》 

QR コードによる仕分けを⾏う場合、以下の条件をご確認ください。 
・QR コードの規格が、モデル 1 バージョン 14 以下であること。 
・⽂書の 1 ページ目に配置されており、1 つだけであること。 
・QR コードの規格、バージョン規定に準拠したサイズであること。 
※上記条件に当てはまらない場合は動作保証対象外になります。 
※紙⽂書をスキャナー等でデジタル化したデータを利⽤する場合、スキャン解像度にも注意。（400dpi 以上推奨） 

   
 

 XDW 変換を利⽤する場合 《オプション》 

XDW ⾃動変換を利⽤する場合の前提条件を以下に⽰します。 
・本アプリケーションと同⼀ PC 上に「DocuWorks 9.1」がインストールされていること。 
・本アプリケーションと同⼀ PC 上の「デバイスとプリンター」に「DocuWorks Printer」が 

あること。 
※最新の動作確認済み環境は「5．動作環境について」をご参照ください。 
※「DocuWorks Printer」の名称は変更しないでください。  
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 ⾃動印刷機能を利⽤する場合 《オプション》 

⾃動印刷を利⽤する場合、京セラ複合機で以下のプリンター⾔語（エミュレーション）の設定を⾏ってください。 
※本アプリケーション機能は、京セラ複合機の PDF ダイレクトプリント機能と FTP 印刷機能を利⽤しています。 

事前に京セラ複合機の設定確認を⾏ってください。 
以下は、代表的な機種のプリンター⾔語設定⽅法を記載しています。 
 
■プリンター⾔語の設定（TASKalfa 7054ci シリーズの場合）  

画⾯上部の「…」から「システムメニュー」を選択します。 
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画⾯左の「機能設定」から「プリンター」を選択します。 

 
 
「エミュレーション」を選択します。 
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「KPDL（⾃動）」を選択します。 

 
 
 
■プリンター⾔語の設定（ECOSYS M6635cidn の場合）  
「システムメニュー」を選択します。 
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「プリンター」を選択します。 

 
 
「エミュレーション」を選択します。 
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「KPDL（⾃動）」を選択します。 

 
※代替エミュレーションの設定を求められる場合、環境によって適切なものを選択してください。 
 Windows プリンターをご利⽤の場合、通常「PCL6」を選択します。 
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2. アプリケーションインストール・アンインストール手順 

2.1 インストール手順 

本章では本アプリケーションのインストール⼿順について解説します。 
 
インストーラーファイルの中の「setup.exe」を実⾏し、セットアップウィザードを起動します。 

 
 
「次へ」を押下します。 
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アプリケーションのインストール先のフォルダー、ユーザーを選択し、「次へ」を押下します。 
※インストールフォルダーはデフォルトでは以下の通りの設定となっています。 

「C:\Program Files (x86)\PC Connect Monitor Advance\」 
※ユーザーについては、現在ログインしているユーザーでのみ使うか、PC を利⽤できるユーザーすべてで利⽤するかで 

選択を変更します。 

 
 
設定内容に問題がなければ「次へ」を押下すると、インストールが開始されます。 
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インストールが正常完了すると以下の画⾯が表⽰されます。 
「閉じる」を押下し、セットアップウィザードを終了します。 

 
 
 
インストールが完了すると、デスクトップ・スタートメニューに「PC Connect Monitor Advance」の 
起動ショートカットが作成されます。 
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2.2 起動⽅法 

本項では本アプリケーションの起動⼿順について解説します。 
 
インストール時に作成された起動ショートカットを実⾏し、アプリケーションを起動します。 
起動成功するとタスクトレイにアプリケーションアイコンが表⽰されます。 

    
（後述の監視設定が完了している場合） 
以下の監視開始の通知が表⽰されます。 

 
 
タスクトレイのアプリケーションアイコンを右クリックし、「表⽰」を押下すると、ソフトウェア使⽤許諾契約の確認画⾯が 
表⽰されます。記載内容をご確認頂き、「同意する」ボタンを押下すると、監視設定画⾯が表⽰されます。 
※お試し利⽤の開始や正規ライセンス適⽤前の場合、ライセンス認証画面が表示されます。 

 

 
※合意後、ソフトウェア使⽤許諾内容を確認したい場合、以下フォルダーに「PCConnectMonitorAdvance̲ 

ソフトウェア使⽤許諾契約書.pdf」が保存されます。 
C:\Users\（ログインユーザー名）\PCConnectMonitorAdvance  
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2.3 ライセンス認証（アクティベート手順） 

本項では本アプリケーションのライセンス認証（アクティベート⼿順）について解説します。 
お試しで利⽤できる無料のアクティベート⼿順と、正規ライセンスコードを購入頂いた際の正規アクティベート⼿順の２つの⼿順
があります。 
 

 お試し利⽤手順 

正規のライセンスを購入するまで利⽤できる「お試し利⽤」の利⽤⼿順について解説します。 
本利⽤では、期間内であれば正規ライセンス適⽤時と同等の全ての機能が利⽤できます。 
画⾯左下の「60 ⽇間お試し利⽤」ボタンを押下してください。 
※Ver.1.0 では、最⼤ 60 ⽇間全ての機能が利⽤可能になります。 

 
 
お試し利⽤を開始すると「監視設定画⾯」が表⽰されます。 
試⽤期間の残り⽇数は、画⾯左下に表⽰される「試⽤期間」の残り⽇数をご確認ください。 
※ソフトウェア使⽤許諾契約が表示された場合は、内容を確認の上、同意いただけるのであれば同意ボタンを押下してご利⽤ 

ください。同意いただけない場合は、ご利⽤できません。 
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 正規ライセンス（アクティベートキー）の適⽤手順 

正規ライセンス（アクティベートキー）の適⽤⼿順について解説します。 
 
アプリケーション初回起動時またはお試し利⽤時の「ライセンス認証」ボタンを押下するとアクティベートキーの認証画⾯が表⽰さ
れます。「アクティベートキー」入⼒欄に、発⾏されたアクティベートキーを入⼒してください。 
※アクティベートキーは購⼊された「ライセンスコード」と、アプリケーション上に表示される「プロダクトキー」を確認後、「PC 

Connect Monitor Advance」サポートページよりアクティベートキー発⾏依頼をしてください。 
 ※発⾏依頼からアクティベートキーの発⾏までの期間は、弊社（京セラドキュメントソリューションズジャパン株式会社） 

営業⽇で 1〜2 ⽇間頂きます。アクティベートキーを発⾏するまではお試し利⽤頂けるようお願いします。 
 
 ▼PC Connect Monitor Advance サポートページ URL 
   https://www.kyoceradocumentsolutions.co.jp/support/ict-service/pc-connect-monitor-advance/ 

 

 
※お試し利⽤を使⽤中の場合、上記「60 ⽇お試し利⽤」のボタンは表示されません。 
 
アクティベートキー入⼒後、「認証」ボタンを押下してください。 
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アクティベートが完了すると設定画⾯が表⽰されます。 
正規ライセンス適⽤後、ライセンス認証の画⾯及び「ライセンス認証」ボタンは表⽰されなくなります。 
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 正規ライセンス（アクティベートキー）の PC 間移⾏手順 《オプション》 

本アプリケーションは、ソフトウェア使⽤許諾の規定範囲内で、利⽤ PC の移⾏をお客様で⾏うことができます。 
以下、正規ライセンス（アクティベートキー）の PC 間の移⾏⼿順について解説します。 
 
移⾏先 PC の「プロダクト ID」情報を入⼿します。 
■Windows 10 のプロダクト ID 確認⽅法 

Windows のスタートメニューから「設定」を選択し、Windows 設定画⾯を起動します。 
「システム」を選択します。 

  
 
「システム」の「詳細情報」の中に記載されている「プロダクト ID」情報を控えておきます。 
※Windows 11 では、「システム」の「バージョン情報」です。 
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監視設定画⾯下部にある「PC 移⾏」ボタンを押下します。 

 
 
 
移⾏先 PC のプロダクト ID を入⼒して「OK」ボタンを押下します。 

 
 
「OK」ボタンを押下します。 
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移⾏先⽤アクティベートキーの記載されたテキストファイルの格納先とファイル名を入⼒して「保存」ボタンを押下します。 
※保存が完了すると、移⾏元の PC ではアプリケーションが継続利⽤できなくなりますのでご注意ください。 

 
 
移⾏先⽤アクティベートキーが表⽰されます。「OK」を押下すると画⾯が閉じます。 
※以下「移⾏先⽤アクティベートキー」は保存したテキスト内にも記載されています。 

 

 
移⾏先 PC のアクティベートキーの認証画⾯にて発⾏されたアクティベートキーを入⼒します。 
※アプリケーション起動時にアクティベートキーの認証画面が表示されます。お試し利⽤を開始している場合、 

画面左下の「ライセンス認証」ボタンを押下するとアクティベートキーの認証画面が表示されます。 
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2.4 アンインストール手順 《オプション》 

本アプリケーションのアンインストール⼿順について解説します。 
※アプリケーションが動作中の場合はタスクトレイのアプリケーションアイコンを右クリックし、「終了」を押下して、 

アプリケーションの起動を停止してからアンインストール手順を進めてください。 

 

 
Windows のスタートメニューから設定（⻭⾞アイコン）を選択し、Windows 設定画⾯を起動します。 
「アプリ」を選択します。 
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「アプリと機能」にて、「PC Connect Monitor Advance」を選択し、「アンインストール」を押下することでアンインストールが
開始されます。 

 
※PC 再起動の指示が表示されましたら、実⾏ください。 
※上記アンインストールではログファイル等のアプリケーション情報（C:\Users\（ユーザーフォルダー）\ 

PCConnectMonitorAdvance 配下）は削除されません。不要な場合、手動で削除をしてください。 
※Windows 11 では、「アプリ」の「インストールされているアプリ」を選択します。  
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2.5 設定ファイルのエクスポート・インポート 《オプション》 

本項では設定ファイルのエクスポート・インポート⼿順について解説します。 
設定ファイルを保存（エクスポート）しておくことで、いつでもその時の設定状態に戻す（インポートする）ことができます。 
 

 設定ファイルのエクスポート手順 

設定ファイルのエクスポート⼿順について解説します。 
 
設定ファイルをエクスポートする際は、「オプション」タブの「設定ファイル移⾏」から「エクスポート」ボタンを押下します。 

 

 
保存先フォルダーとファイル名を設定して「保存」ボタンを押下します。 
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 設定ファイルのインポート手順 

設定ファイルのインポート⼿順について解説します。 
 
設定ファイルをインポートする際は、「オプション」タブの「設定ファイル移⾏」から「参照」ボタンを押下します。 

 
 
ファイル選択画⾯から設定ファイル（sqlite ファイル形式）を選択して「開く」ボタンを押下します。 

 
 
 
「設定ファイル」入⼒欄に表⽰されているパスが正しいことを確認してから「インポート」ボタンを押下します。 
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インポートに成功すると、以下のメッセージ画⾯が表⽰されますので、「OK」ボタンを押下します。 

 
 
 
監視設定画⾯の「監視フォルダー設定⼀覧」にエクスポートした時点の設定情報が追加されていることを確認してください。 
問題なければ、「設定保存」ボタンで設定を確定します。 

 
 
※設定ファイルのインポートを⾏うと、既存の設定がある場合、インポートされた設定に上書きされます。 
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3. アプリケーションの各種設定 

3.1 オプション設定手順（接続チェック間隔/ネットワーク認証） 《オプション》 

本項ではオプション設定について解説します。オプション設定では「フォルダー接続チェック間隔設定」「ネットワークフォルダー認証
設定」「設定ファイル移⾏」が設定できます。 
 

 フォルダー接続チェック間隔設定 

「フォルダー接続チェック間隔設定」では、ネットワーク上の共有フォルダーへの接続チェック間隔を設定することができます。 
 
「フォルダー接続チェック間隔」には、デフォルトで「１分/毎」が設定されています。 
常に接続確認を⾏う必要が無い場合、最⼤「180 分/毎」まで設定することができます。 
設定変更時は、「設定保存」ボタンを押下します。 
※PC 上のローカルフォルダーを監視先、仕分先に設定している場合は、こちらの設定は不要です。 
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 ネットワークフォルダー認証設定 

「ネットワークフォルダー認証設定」では、監視先フォルダーや仕分先フォルダーにネットワーク上の共有フォルダーを指定する際の
接続情報を最⼤ 3 つまで設定することができます。 
設定変更時は、「設定保存」ボタンを押下します。 

・接続先アドレス ︓接続先 PC の IP アドレスまたはホスト名 （例 192.168.100.100 または KyoceraServer） 
※監視先、仕分先で指定した接続先（IP アドレスまたはホスト名）と同じであること。 

・ユーザー ︓接続先ネットワークに設定されているユーザー名（例 KyoceraUser） 
※ドメインユーザーの場合、ユーザー名の前に、「（ドメイン名）\」を付ける。 

・パスワード ︓接続先ネットワークに設定されているパスワード（例 Password1234） 
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3.2 フォルダー監視設定手順 

本項ではフォルダー監視設定の⼿順について解説します。 
 
設定画⾯を開き、監視フォルダー設定⼀覧下の「監視先新規追加」ボタンを押下します。 

 

 
 
監視を開始する場合は、「監視設定」タブの「監視状態」で「開始」を選択します。 
サブフォルダーの監視も⾏う場合は、「サブフォルダー監視」で「有効」を選択します。 
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「監視フォルダーパス設定」の「監視先名」で任意の名称を入⼒設定します。 
※最⼤⽂字数は 18 ⽂字 

「参照」ボタンから監視先フォルダーを選択します。 
※ネットワークフォルダーを指定する場合は、「3.1.2 ネットワークフォルダー認証設定」をご参照ください。 

 
 
監視対象ファイルの拡張子を設定する場合は「監視対象ファイル拡張子設定」で設定します。 
デフォルトで「pdf」「jpg」「tif」が設定されています。 
設定内容を確認後、「設定保存」ボタンを押下します。 

 

※動作保証対象ファイル形式は、初期設定の３つのみになります。 
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「監視フォルダー設定⼀覧」に監視設定が追加されていることを確認してください。 
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3.3 仕分設定手順 《オプション》 

本項では本アプリケーションの仕分設定について解説します。 
 

 ファイル名仕分 

ファイル名による仕分を⾏う場合は以下の設定を⾏います。 
本⼿順書では京セラ複合機のファクス転送機能を利⽤した際のアプリケーション操作⼿順を解説します。 
複合機本体のファクス転送設定については「1.3.3 京セラ複合機のファクス転送機能と連携したフォルダー⾃動仕分機能 
を利⽤する場合」をご参照ください。 
また、事前に「3.2 フォルダー監視設定⼿順」で監視先の設定も完了させておいてください。 
 
仕分設定を⾏いたい監視先を選択し、「監視先編集」ボタンを押下します。 
「仕分設定」タブを選択します。 

 
 
 
「フォルダー仕分」で「有効」を選択します。 
「参照」ボタンから「仕分先ルートフォルダー」を指定します。 
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「仕分条件（インプットキー）設定」では仕分条件で使⽤するインプットキーの設定をします。 
＜設定例＞ 
ファイル名「doc202410250930450311112222」から「0311112222」をインプットキーとして設定したい場合 
キー情報取得元  ︓「ファイル名」 
インプットキー条件設定 ︓「⽂字位置指定」 

「17」 ⽂字目の 「後部」 をキー情報とする 

 
  

 
＜インプットキー抽出設定例＞ 

条件設定には以下の項目が設定できます。 
抽出されたキー（ファイル名、QR コード）が「0312345678̲A01」の場合 
 
・キー情報全て 

「0312345678̲A01」がキーとして設定されます。 
 
・区切り⽂字指定 

区切り⽂字に「 ̲ 」を設定した場合、 
「前部」を指定すると、「0312345678」がキーとして設定されます。 
「後部」を指定すると、「A01」がキーとして設定されます。 

 
・⽂字位置指定 

「10」⽂字目の「前部」を指定した場合、 「0312345678」がキーとして設定されます。 
「11」⽂字目の「後部」を指定した場合、「A01」がキーとして設定されます。 

 
・⽂字位置指定（部分） 

「3」⽂字目から「10」⽂字目を指定した場合、「12345678」がキーとして設定されます。 
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「フォルダー仕分設定」の「仕分⽅式」で「アウトプットキー仕分⽅式」を選択します。 

 
 
「仕分⽤情報設定」の「設定」ボタンを押下します。 

 

 
仕分⽤情報設定の画⾯が表⽰されます。 
仕分に必要な情報を各項目に設定します。OutputKey は InputKey に対して最⼤ 6 つまで設定できます。 
本⼿順書では例として以下情報を設定します。 
「⾏追加」から以下の設定例のように各項目を入⼒し、「保存」ボタンを押下します。 
＜設定例＞ 
「0311112222」をインプットキーとして、関連⽂字列に変換したい場合 
InputKey ︓0311112222 
OutputKey1 ︓ABC 株式会社 
OutputKey2 ︓東京事業所 

 
※「CSV 読込」ボタンから CSV ファイルを⼀括読み込みすることもできます。 
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「フォルダー仕分構成」で仕分先ルートフォルダー配下に作成するフォルダー構成を設定できます。 
※利⽤できる識別⼦（変数）についてはアプリケーション内リンク「※使⽤可能な識別⼦について」をご参照ください。 
 
＜設定例＞ 
フォルダー階層を「2024 年 10 ⽉\ ABC 株式会社」にしたい場合、以下を入⼒します。 
フォルダー仕分構成︓「{yyyy}年{MM}⽉\{OutputKey1}」 

 
※フォルダー階層は「￥」マークで区切ります。{yyyy}は年を意味する変数で、{MM}は月を意味する変数です。 

それに各々固定の⽂字列「年」と「月」を指定することで、年月仕分フォルダーを⾃動で作成することができます。 
 
（監視フォルダーにファイルを残す場合） 
「仕分後、元ファイルを残す」にチェックを入れてください。 

 

 
 
「リネーム設定」では仕分後のファイルのリネーム設定ができます。 
リネームを⾏う場合は、「ファイルリネーム」で「有効」を選択します。 
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「リネーム⽅式」では識別子を使⽤して仕分後のファイル名を設定できます。 
※利⽤できる識別⼦（変数）についてはアプリケーション内リンク「※使⽤可能な識別⼦について」をご参照ください。 
 
＜設定例＞ 
「ABC 株式会社̲東京事業所̲20241101123045（年⽉⽇時分秒）」をファイル名としたい場合 
リネーム⽅式︓「{OutputKey1}̲{OutputKey2}̲{yyyy}{MM}{dd}{HH}{mm}{ss}」 

 
 
設定内容を確認後、「設定保存」ボタンを押下します。 
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監視先フォルダーに設定した条件のファイルが格納されると、ファイル仕分が⾏われます。 
新規ファイル格納通知画⾯から仕分結果をご確認ください。 
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 Kyocera PC Connect 属性仕分 

Kyocera PC Connect 属性による仕分を⾏う場合は以下の設定を⾏います。  
本機能利⽤の際には、「1.3.4 京セラ複合機アプリケーションと連携したフォルダー⾃動仕分機能を利⽤する場合」の 
事前設定及びリンク先情報をご確認ください。また、事前に「3.2 フォルダー監視設定⼿順」で監視先の設定も完了させて
おいてください。 

 
Kyocera PC Connect 属性ボタンから「電帳法保存」を選択します。 

 
 
「属性入⼒」で属性情報を入⼒して「登録ボタン」を押下します。 
＜設定例＞ 
「請求書̲A 株式会社̲20241101̲315480」をファイル名としたい場合 
帳票種類   ︓「請求書」 
取引先    ︓「A 株式会社」 
取引年⽉⽇ ︓「2024」年「11」⽉「01」⽇ 
取引⾦額   ︓「315480」 
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仕分設定を⾏いたい監視先を選択し、「監視先編集」ボタンを押下します。 
「仕分設定」タブを選択します。 

 
 
 
「フォルダー仕分」で「有効」を選択します。 
「参照」ボタンから「仕分先ルートフォルダー」を指定します。 

 
 
「キー情報取得元」で「ファイル名」を選択します。 
「インプットキー条件設定」で「キー情報全て」を選択します。 
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「フォルダー仕分構成」で仕分先ルートフォルダー配下に作成するフォルダー構成を設定できます。 
＜設定例＞ 
ファイル名「請求書̲A 株式会社̲20241101̲315480」で、「請求書\A 株式会社」をフォルダー仕分構成に設定したい
場合 
仕分⽅式 ︓「インプットキー抽出⽅式」 
区切り⽂字 ︓「 ̲ 」 
フォルダー仕分構成 ︓「{InputKey1}\{InputKey2}」 

 
※上記ファイル名の場合、インプットキー抽出⽅式では、{InputKey1}＝「請求書」、{InputKey2}＝「A 株式会社」、

{InputKey3}＝「20241101」、{InputKey4}＝「315480」になります。 
※利⽤できる識別⼦（変数）についてはアプリケーション内リンク「※使⽤可能な識別⼦について」をご参照ください。 
 
（監視フォルダーにファイルを残す場合） 
「仕分後、元ファイルを残す」にチェックを入れてください。 

 
 
リネームを⾏う場合は、「ファイルリネーム」で「有効」を選択します。 
＜設定例＞ 
Kyocera PC Connect で作成したファイル名をそのまま使⽤する場合は、「無効」を選択します。 
元のファイル名「請求書̲A 株式会社̲20241101̲315480」に年⽉⽇時分秒を付けてファイル名にしたい場合 
リネーム⽅式︓「{FileName}̲{yyyy}{MM}{dd}{HH}{mm}{ss}」 
※利⽤できる識別⼦（変数）についてはアプリケーション内リンク「※使⽤可能な識別⼦について」をご参照ください。 
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設定内容を確認後、「設定保存」ボタンを押下します。 

 
 
 
Kyocera PC Connect で指定している出⼒先フォルダーにファイルが格納された場合、仕分が⾏われます。 
新規ファイル格納通知画⾯から仕分結果をご確認ください。 
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 QR コード仕分 

QR コードによる仕分を⾏う場合は以下の設定を⾏います。 
⽂書内で使⽤できる QR コードについては「1.3.5 QR コードによる⾃動仕分機能を利⽤する場合」をご参照ください。 
また、事前に「3.2 フォルダー監視設定⼿順」で監視先の設定も完了させておいてください。 
 
仕分設定を⾏いたい監視先を選択し、「監視先編集」ボタンを押下します。 
「仕分設定」タブを選択します。 

 

 
 
「フォルダー仕分」で「有効」を選択します。 
「参照」ボタンから「仕分先ルートフォルダー」を指定します。 
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「キー情報取得元」で「QR コード」を選択します。 
＜設定例＞ 
QR コード情報の全て「ABC 株式会社」をインプットキーとしたい場合 
インプットキー条件設定︓「キー情報全て」 

 
 
「フォルダー仕分構成」で仕分先ルートフォルダー配下に作成するフォルダー構成を設定できます。 
＜設定例＞ 
「202408（年⽉）\ABC 株式会社」をフォルダー仕分構成に設定したい場合 
フォルダー仕分構成︓「{yyyy}{MM}\{InputKey}」 

 
※利⽤できる識別⼦（変数）についてはアプリケーション内リンク「※使⽤可能な識別⼦について」をご参照ください。 
 
（監視フォルダーにファイルを残す場合） 
「仕分後、元ファイルを残す」にチェックを入れてください。 
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「リネーム⽅式」では識別子を使⽤して仕分後のファイル名を設定できます。 
リネームを⾏う場合は、「ファイルリネーム」で「有効」を選択します。 
リネーム⽅式を設定します。 
＜設定例＞ 
特定の書類「発注書」に会社名と保存⽇時をファイル名にしたい場合 
（例︓発注書̲ABC 株式会社̲20241111123045（年⽉⽇時分秒）」をファイル名としたい場合） 
リネーム⽅式︓「発注書̲{InputKey}̲{yyyy}{MM}{dd}{HH}{mm}{ss}」 
を入⼒します。 
設定内容を確認後、「設定保存」ボタンを押下します。 

 
※利⽤できる識別⼦（変数）についてはアプリケーション内リンク「※使⽤可能な識別⼦について」をご参照ください。 
 
QR コード「ABC 株式会社」が挿入されている PDF を監視先フォルダーに格納した場合、QR コード仕分が⾏われます。 
新規ファイル格納通知画⾯から仕分結果をご確認ください。 
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 使⽤可能な識別⼦（変数）について 

フォルダー仕分構成・リネーム⽅式では、⾃由入⼒⽂字列の他に、専⽤の識別子が利⽤できます。 
仕分⽅式共通で使⽤可能な識別子と「アウトプットキー仕分⽅式」「インプットキー抽出⽅式」それぞれで利⽤可能な識別子
（変数）があります。 
※利⽤できる識別⼦（変数）についてはアプリケーション内リンク「※使⽤可能な識別⼦について」をご参照ください。 
 
■仕分⽅式共通で使⽤可能な識別⼦ 

原本ファイル名︓{FileName} 
⽇付（年）︓{yyyy} 
⽇付（⽉）︓{MM}または{M} 
⽇付（⽇）︓{dd}または{d} 
時刻（時）︓{HH} 
時刻（分）︓{mm} 
時刻（秒）︓{ss} 

■「アウトプットキー仕分⽅式」で使⽤可能な識別⼦ 
インプットキー︓{Inputkey} 
仕分⽤情報︓{OutputKey※} ※1〜6 までの列番号 

■「インプットキー抽出⽅式」で使⽤可能な識別⼦ 
 インプットキー︓{InputKey※} ※1〜6 までの列番号 
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3.4 XDW 変換設定手順 《オプション》 

本項では本アプリケーションの XDW 変換の設定⼿順について解説します。 
XDW 変換を利⽤する場合の前提条件は「1.3.6 XDW 変換を利⽤する場合」をご参照ください。 
また、事前に「3.2 フォルダー監視設定⼿順」で監視先の設定も完了させておいてください。 
 
XDW 変換を⾏う監視先を選択し、「監視先編集」ボタンを押下します。 
「XDW 変換設定」タブを選択します。 

 
 

「XDW 変換設定」タブの「XDW 変換」で「有効」を選択します。 
「参照」ボタンから変換後のファイルを保存するフォルダーを指定します。 
※格納先フォルダーの初期値には、DocuWorks 9.1 のデスクトップフォルダーへのパスが指定されています。 
  C:\Users\（ユーザー）\Documents\FUJIFILM\DocuWorks\DWFolders\ユーザーフォルダ 
設定内容を確認後、「設定保存」ボタンを押下します。 

 
 
監視先フォルダーに指定ファイル形式（tif,pdf,jpg）のファイルが格納されると、⾃動的に XDW 形式への変換が 
⾏われます。DocuWorks Desk から変換結果をご確認ください。 

※京セラ複合機連携では、変換速度が速い TIFF（tif）形式からの変換を推奨  
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3.5 ⾃動印刷設定手順 《オプション》 

本項では本アプリケーションの⾃動印刷の設定⼿順について解説します。 
本機能利⽤の際には、「1.3.7 ⾃動印刷を利⽤する場合」の事前設定をご確認ください。 
また、事前に「3.2 フォルダー監視設定⼿順」で監視先の設定も完了させておいてください。 
＜事前環境確認＞ 
・京セラ複合機、プリンターで以下機能に対応している機種であること。 
 PDF ダイレクトプリント機能、FTP 印刷機能 
・本体のプリンター設定で、プリンター⾔語（エミュレーション）が「KPDL（⾃動）」に選択されていること。 
・FTP 印刷（プロトコル）が ON になっていること。 
・同時印刷可能ファイル数は、推奨 30 ファイル以下。（上限としては 50 ファイル以下） 
・1 ファイルあたりのデータ容量は、１MB（A4 カラー 2 頁,A4 モノクロ 10 頁）以下での利⽤を想定。 
 
⾃動仕分印刷を⾏う監視先を選択し、「監視先編集」ボタンを押下します。 
「⾃動印刷設定」タブを選択します。 

 
 
以降は、各⾃動仕分印刷機能別に解説します。 
「キーワード仕分印刷」「複数プリンターへの同時印刷」「正常稼働しているプリンターで印刷」 
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 キーワード仕分印刷 

「キーワード仕分印刷」の⼿順について解説します。 
 
「⾃動印刷実⾏設定」から「キーワード仕分印刷」を選択します。 

 
 
「キーワード設定条件」で「印刷対象」「キー情報取得元」「キーワード条件設定」を設定します。 
「印刷対象」には「監視先」または「仕分先」のどちらかを指定定できます。 
※「仕分設定」を⾏っている場合、「仕分後 元ファイルを残す」チェックボックスにチェックを⼊れていない場合、印刷対象に「監視

先」は選択できません。キーワードの条件設定の詳細は「3.3.1 ファイル名仕分」をご参照ください。 
 
＜設定例＞ 
QR コード情報「入会申込書」や「請求書」を仕分印刷のキーにしたい場合 
印刷対象 ︓監視先 
キー情報取得元 ︓QR コード 
キーワード条件設定︓キー情報全て 
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「出⼒先 1」〜「出⼒先 5」で出⼒先プリンターと FTP 設定を入⼒します。 
※出⼒先プリンターは最⼤ 5 台まで設定できます。 

＜設定例＞ 
 キーワード ︓請求書  
 ユーザー  ︓anonymous（初期値） 
 パスワード ︓pass（初期値） 
 プリンター名 ︓出⼒先プリンターの IP アドレスまたはホスト名  
 FTP パス ︓（空白）（初期値） 
 ※キーワードには、「キーワード設定条件」で抽出した⽂字列を指定します。 
 ※ユーザーとパスワード、FTP パスは、初期値のままで利⽤できます。 
 ※FTP パスを変更する場合、京セラ複合機・プリンターの設定に準ずる必要があります。 
 

 
 
設定内容を確認後「設定保存」ボタンを押下します。 
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 複数プリンターへの同時印刷 

「複数プリンターへの同時印刷」の⼿順について解説します。 
 
「⾃動印刷実⾏設定」で「複数プリンターへの同時印刷」を選択します。 

 
 
「印刷対象」には「監視先」または「仕分先」を設定します。 
※「仕分設定」をしている場合、「仕分後 元ファイルを残す」チェックボックスにチェックを⼊れていないと 

「監視先」を選択できません。 
「出⼒先 1」〜「出⼒先 5」で出⼒先プリンターと FTP 設定を入⼒します。 
最⼤ 5 台まで設定できます。 
 ユーザー   ︓anonymous（初期値） 
 パスワード  ︓pass （初期値） 
 出⼒先プリンター名 ︓出⼒先プリンターの IP アドレスまたはホスト名 
 FTP パス  ︓（空白）（初期値） 
 ※ユーザーとパスワード、FTP パスは、初期値のままで利⽤できます。 
 ※FTP パスを変更する場合、京セラ複合機・プリンターの設定に準ずる必要があります。 

 
 
設定内容を確認後「設定保存」ボタンを押下します。 
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 正常稼働しているプリンターで印刷 

「正常稼働しているプリンターで印刷」の⼿順について解説します。 
 
「⾃動印刷実⾏設定」で「正常稼働しているプリンターで印刷」を選択します。 

 
 
「印刷対象」には「監視先」または「仕分先」を設定できます。 
※「仕分設定」をしている場合「仕分後 元ファイルを残す」チェックボックスにチェックを⼊れていない場合、「監視先」を 

選択できません。 
「出⼒先 1」〜「出⼒先 5」で出⼒先プリンターと FTP 設定を入⼒します。 
最⼤ 5 台まで設定できます。 
 ユーザー   ︓anonymous（初期値） 
 パスワード  ︓pass （初期値） 
 出⼒先プリンター名 ︓IP アドレスまたはホスト名 
 FTP パス  ︓（空白）（初期値） 
 ※ユーザーとパスワードは、初期値のまま利⽤できます。 
 ※FTP パスは、空⽩のままで利⽤できます。（京セラ複合機・プリンター側の設定に準ずる） 

 
 
設定内容を確認後「設定保存」ボタンを押下します。 

 

 



 

 63 
©2024 KYOCERA Document Solutions Japan Inc. 

4. FAQ 集 
 
Q︓動作環境はどれになりますか。  
A︓「5．動作環境について」をご参照下さい。 
 
 
Q︓仕分設定画⾯の仕分構成やリネーム設定で禁則事項はありますか。 
A︓以下利⽤できない⽂字があります。 
  ※変数による仕分け、リネームを実現する為、⼀部記号が利⽤できません 
画面 ⼊⼒項目 禁則⽂字 
「仕分設定」画⾯ フォルダー仕分構成 

リネーム⽅式 
\ / ; : * ? " < > | ̲{} 

 
 
Q︓アプリケーションを終了したい時はどうすればいいですか。 
A︓タスクトレイのアプリケーションアイコンを右クリックし「終了」を押下して、アプリケーションを終了してください。 

 
 
Q︓監視先とするフォルダーに制約はありますか。 
A︓以下 2 点に該当するフォルダーはファイル監視および通知ができません。 

UAC（User Access Control︓ユーザーアクセス制御）制御が有効になっている場合、以下フォルダーは 
ファイル監視できません。 

・プログラムファイルフォルダー（「C:\Program Files」など） 
・システムルートフォルダー（「C:\Windows」など） 
・システムドライブルートフォルダー（「C:\」など） 
・プログラムデータフォルダー（「C:\ProgramData」など） 

フォルダー名+ファイル名の完全パス（例 C:\Users\z00~）、UNC パス（例 \\SERVERNAME\work~）が 
260 ⽂字以上となる場合は、通知できません。 
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Q︓⼀時的に通知機能をオフにする⽅法はありますか。 
A︓Windows10/11 の場合、「設定」で「集中モード」をオン※（重要な通知のみ/アラームのみ）に設定することで、通知

をオフにすることができます。再度表⽰する場合は、「集中モード」をオフにしてください。 
⼀時的には、Windows デスクトップ上の「通知の管理」で変更することも可能です。 
※Windows 11 22H2 以降は「応答不可モード」です。 

   

 
 
Q︓アプリケーションで NG とされている操作などありますか。 
A︓以下の操作にて Windows 上での異常動作が認められています。以下については動作保証外となります。 

・操作内容 
本アプリケーションで監視先指定をしているフォルダーに、ファイル保存ダイアログからファイル 
を直接保存します。 
（例︓Microsoft Outlook にてメール添付されているファイルを「名前をつけて保存」する） 
（例︓Web からファイルダウンロードをする際、保存先を監視先フォルダーにする） 

・事象 
偶発的に以下エラーメッセージダイアログが表⽰され、ファイル保存が失敗します。 
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Q︓ローカルフォルダーだけではなくネットワークフォルダーの監視は可能ですか。 
A︓お使いの PC から接続可能な Windows 共有フォルダーであればネットワーク上のフォルダーも監視・仕分が可能です。 
   但し、「オプション」タブのネットワークフォルダー認証設定が必要になります。 

設定⽅法は、「3.1.2 ネットワークフォルダー認証設定」ご参照ください。 
   （Windows の共有フォルダー︓SMB 利⽤） 

  
 
Q︓ネットワークフォルダーを監視先に設定できない。または接続がエラーになる。共有フォルダーアクセス権を 

確認しても問題ないようです。 
A︓PC のネットワーク設定のプロパティをご確認ください。 
（スタートメニューの「⻭⾞」マーク→「Windows の設定」画⾯の「ネットワークとインターネット」 >  

「イーサネット」 > 接続中のネットワークを選択で表⽰） 
ネットワークプロファイルが「パブリック」となっている場合、「プライベート」に変更してください。 

   
＜補足＞ 
設定が「パブリック」となっていると、前回操作時の資格情報が端末に保存されていても Windows のセキュリティー仕様で
共有フォルダーへのアクセスに失敗します（パブリック環境では共有サービスの利⽤が許可されていない）。また、PC 起動時
に VPN 接続ツールが起動する PC で本アプリケーションを⾃動起動に設定した場合、起動順番によって、接続するネットワ
ークが変わってしまう為、監視先ネットワークフォルダーへのアクセスに失敗するケースがあります。その為、当アプリケーションで
は PC 起動時に VPN 接続する PC でのネットワークフォルダーを監視先とする設定は非推奨とさせて頂いています。 
もし、上記環境で利⽤されたい場合、本アプリケーションのスタートアップによる⾃動起動は設定せず、VPN オン時とオフ時ど
ちらで利⽤したいかを決めた上その環境に合わせた設定を⾏い、アプリケーションはそのネットワークに接続した状態で⼿動に
て起動をお願いします。 
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Q︓インストール・設定に問題がないのに監視・通知・⾃動化機能が動作しません。対処⽅法はありますか。 
A︓Windows10/11 の場合、「Windows Defender」上で利⽤しているネットワークでの

「PCConnectMonitorAdvance」利⽤が許可されていることをご確認ください。チェックが入っていない場合、該当ネットワ
ーク上でのアプリケーションの利⽤が許可されていない為、各種機能が動作しません。 

 
 
また、お使いの端末で「ネットワーク探索」及び「ファイルとプリンターの共有」が無効になっていると、Windows 共有（ネットワー
ク）フォルダーが利⽤出来ないことがありますので、上記でも解消しない場合、コントロールパネル内の「ネットワークと共有センタ
ー」-「共有の詳細設定」でご利⽤のネットワーク上（ドメイン/プライベート/ドメイン）での検索と共有を有効にすることも試して
ください。 
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Q︓QR コード情報が読み取れません。何かチェックポイントはありますか。 
A︓QR コードにはいくつか規格がありますが、本アプリケーションで動作確認が取れているのは、QR コード モデル 1 のみとなり

ます。 また、QR コード内に埋め込んだ⽂字数等で規定の⼤きさがあり、スキャン等で紙⽂書を読み込む際は、解像度
（推奨 400dpi 以上）にも注意が必要です。 

   QR コードは ISO（ISO/IEC18004）または JIS（JIS-X-0510）にて規格制定されています。QR コード規格書
は購入が必要ですが、規格情報の⼀部はインターネット等でも紹介されています。 

   ＜参考情報＞ 
QR コード、SQRC、フレーム QR は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

   QR コードの種類について︓https://www.qrcode.com/  

    
 
 
Q︓アプリケーションが想定外の挙動をした時のトラブルシューティング⽅法はありますか。 
A︓当アプリケーションではインストールフォルダー配下にアプリケーションログファイルを出⼒しています。 

問題となっている事象と合わせてアプリケーションログファイルをコピーし、サポート窓口または担当まで問い合わせください。 
※ログファイルの保存先とファイル 

「C:\Users\<ユーザーフォルダー>\PCConnectMonitorAdvance\」配下 
applog.log ファイルと backup フォルダ内⼀式 

 
Q︓⾃動印刷でエラーが出るのはどのような場合でしょうか。 
A︓当アプリケーションは、京セラプリンター機能の FTP 印刷と PDF ダイレクトプリント機能を利⽤しています。 

その為、まずは FTP 印刷が出来る環境（TCP/IP 接続、PC 及びプリンターで FTP プロトコル利⽤可能）と 
PDF ダイレクトプリントが利⽤可能な状態（プリンター⾔語 KPDL 対応、PDF セキュリティー無）が必要です。 
アプリケーション側ではプリンターにデータが送れた時点で正常終了扱いになります。 
（データ送信後はプリンター側の制御に基づく為） 
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5. 動作環境について 

本アプリケーションは以下の動作環境での利⽤を想定しています。 
 
＜インストール環境＞ 
■対応 Windows OS 

Windows OS .NET Framework サービス 
Windows 10 .NET Framework 4.6~4.8 
Windows 11 .NET Framework 4.8 

※対応 OS でも上記.NET Framework サービスを停止している場合、本アプリケーションは利⽤できません。 
※上記以外の OS は動作保証対象外です。（2024 年 11 月 1 ⽇時点） 

 
■推奨 PC スペック 
 ・CPU︓Intel(R) Core(TM) i5 11 世代以降 
 ・メモリー︓16GB 
 ・ストレージ容量︓300MB 以上 

※上記容量はインストール及び基本操作に必要な最低容量です。 
フォルダー仕分時にファイルを保存するためのストレージ容量は別途必要です。 

 
＜ライセンス利⽤環境＞ 
・本アプリケーションは、60 ⽇間のお試し利⽤が可能です。 
・正規ライセンスを購入することで、同⼀ PC 上で恒久利⽤が可能です。（サポート期間は別途設定） 
・本アプリケーションのアクティベートキーはお客様⾃身で PC 移⾏することが可能です。 

但し、ソフトウェア許諾の輸出規制に基づき、⽇本国内の個人またはライセンス購入企業内に限ります。 
※正規ライセンスを購⼊後、アプリケーションをインストールした PC 上に表示されるプロダクトキーと合わせて、 

アクティベートキー発⾏依頼を⾏い、アクティベートキーを⼊手頂く必要があります。 
※本アプリケーションのアクティベートキーはお客様⾃身で PC 移⾏することができます。その際には移⾏先 PC の 

プロダクト ID（WindowsOS 上に表示される PC1 台あたり⼀意の ID）情報が必要になります。 
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＜変更通知機能利⽤環境＞ 
Windows デスクトップ上に監視、⾃動化実⾏結果をポップアップ通知する機能です。 
・Window 通知（トースト通知）を利⽤。 
 ※Windows デスクトップのディスプレイ設定により同時表示可能数は異なる。 
・Windows の「通知の管理」で通知のオンオフの設定切り替えが可能です。 
 
 
＜監視・仕分機能利⽤環境＞ 
■監視動作確認済みファイル形式（拡張⼦）⼀覧 

拡張⼦ 
.pdf  .jpg  .tiff 

※京セラ複合機、プリンターのスキャン、ファクス機能で作成したファイル以外及び上記以外の拡張⼦については 
動作保証対象外です。（2024 年 11 月 1 ⽇時点） 

 
■監視先/仕分先フォルダー指定 

監視先/仕分先フォルダーとしては以下のフォルダーを指定できます。 
・アプリケーションをインストールした PC 上のローカルフォルダー 

※UAC（User Access Control︓ユーザーアクセス制御）制御が有効になっている場合、 
以下、Windows システムフォルダーを除く。 

プログラムファイルフォルダー（「C:\Program Files」など） 
システムルートフォルダー（「C:\Windows」など） 
システムドライブルートフォルダー（「C:\」など） 
プログラムデータフォルダー（「C:\ProgramData」など） 

・UNC 名で指定できる Windows 共有フォルダー  
※共有（ネットワーク）フォルダー利⽤時の各種注意事項は「4. FAQ 集」を確認ください。 
※UNC パス（例 \\SERVERNAME\work~）が 260 ⽂字以上となる場合は通知できません。  
※UNC 名例︓ \\192.168.10.10\share  

（\\（IP アドレスまたはホスト名）\（共有フォルダー名）） 
 
■⾃動仕分、⾃動印刷でインプットキーとして利⽤できる識別⼦（変数）  

・ファイル名の全てまたは⼀部 
・QR コード（モデル 1 バージョン 14 以下）に含まれる⽂字列全てまたは⼀部 
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＜XDW 変換機能利⽤環境＞ 
本機能を利⽤する場合、同⼀ PC 上に以下動作確認済の DocuWorks が必要になります。 
また、DocuWorks Printer が構成済であること、かつ名前の変更がされていないこと。 
※本アプリケーションで利⽤している DocuWorks Development Tool Kit の利⽤条件に基づく。 
 
■DocuWorks 動作確認済みバージョン 
 XDW ⾃動変換機能では、以下の DocuWorks が動作確認済バージョンとなります。 

DocuWorks バージョン 
DocuWorks 9.1 

※上記以外は動作保証対象外です。（2024 年 11 月 1 ⽇時点） 
※実際に動作確認を⾏ったのは以下のバージョンです。 

   FUJIFILM DocuWorks Desk Version 9.1.6 
 
 
 
＜⾃動印刷機能利⽤環境＞ 
⾃動印刷機能の利⽤には、以下の対象複合機、プリンターと TCP/IP で接続できる環境が必要です。 
 
■⾃動印刷対象複合機、プリンター 

対象複合機、プリンター 
以下の機能に対応した京セラ複合機・プリンター 
①プリンター⾔語（エミュレーション）で「KPDL（⾃動）」が選択可能なこと。 
 ※PostScript 互換対応、PDF ダイレクトプリント機能に対応していること。 
②FTP プロトコル及び印刷機能が利⽤可能なこと。 
 ※セキュリティー的にも対象 PC と印刷先の機械が FTP 通信できること。 

 
 
 
  



 

 71 
©2024 KYOCERA Document Solutions Japan Inc. 

 

6. 付録  

6.1 通知画面メッセージ表示⼀覧 

以下は、変更通知画⾯に表⽰される結果通知、エラーメッセージについてまとめています。 

 

 
■⾃動仕分機能利⽤時 
仕分結果/メッセージ 実⾏結果 メッセージ内容 対処法 
仕分成功 仕分成功 仕分処理が成功した時 - 

仕分失敗（インプットキー作成
失敗） 

仕分失敗 インプットキー作成が失敗した時 仕分設定の仕分条件(インプットキー)設

定の内容の確認 

仕分失敗（仕分⽤設定情報未
登録） 

仕分失敗 仕分構成で識別子に該当する仕分⽤

設定情報が存在しない時 

仕分設定の仕分⽤情報設定の内容の

確認 

仕分失敗（⻭抜けデータ） 仕分失敗 仕分構成で識別子に該当する仕分⽤

設定情報が空白だった時 

仕分設定の仕分⽤情報設定の内容の

確認 
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■XDW 変換機能利⽤時 
XDW 変換結果/エラーメッセー
ジ 

実⾏結果 メッセージ内容 対処法 

XDW 変換成功 変換成功 XDW 変換が成功した時 - 

DocuWorks がインストールされ
ていません 

変換失敗 DocuWorks がインストールされていな

い時 

DocuWorks がインストールされているか

の確認 

書き込み先のディスク領域が不
足しています 

変換失敗 XDW 変換ファイルの出⼒先ディスク容

量が足りない時 

PC のストレージ空き容量の確認 

バッファ領域が不足しているため
情報を取得できません 

変換失敗 バッファ領域が不足している時 タスクマネージャーでのメモリーの確認 

ファイル使⽤中のため、指定され
たファイルを開くことができません 

変換失敗 XDW 変換元ファイルが使⽤中の時 XDW 変換対象となる監視先フォルダー

のファイルが使⽤されていないかの確認 

アクセス権がないため、指定され
たファイルを開くことができません 

変換失敗 XDW 変換元ファイルにアクセス権がな

い時 

XDW 変換対象となる監視先フォルダー

のファイルおよび格納フォルダーのアクセス

権の確認 

パス名の指定が正しくないため、
指定されたファイルを開くことがで
きません 

変換失敗 XDW 変換元ファイルのパスが誤ってい

る時 

XDW 変換対象となる監視先フォルダー

のファイルが存在しているかの確認 

XDW ⽂書の生成に失敗しまし
た 

変換失敗 XDW 変換元ファイルから XDW ⽂書

を生成できなかった時 

アプリケーションログを出⼒ 

不明なエラーが発生しました 変換失敗 上記以外 アプリケーションログを出⼒ 
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■⾃動印刷機能利⽤時 
⾃動印刷結果/エラーメッセージ 実⾏結果 メッセージ内容 対処法 

プリンター送信成功 送信成功  プリンターへの送信が成功した時 

（出⼒先プリンターが複数ある場合は

プリンター名をカンマ区切りで表⽰） 

- 

プリント対象ファイルが⾒つかりま
せん 

送信失敗 プリント対象となるファイルが存在しない

時 

プリント対象となるファイルが存在している

かの確認 

接続可能なプリンターが⾒つかり
ません 

送信失敗 出⼒先 1~5 で接続可能なプリンター

が存在しない時 

⾃動印刷設定の出⼒先 1~5 の出⼒

先名で ping が通るかの確認、または 

Windows Defender ファイアウォール 

> 許可されたアプリにて

「PcConnectMonitorAdvance」がドメ

イン・プライベート・パブリックいずれかの、

出⼒先プリンターネットワーク接続に適し

た項目にチェックがついているかの確認 

送信失敗プリンター:※ 送信成功(⼀

部失敗あり) 

出⼒先 1~5 で接続不可能なプリンタ

ーが存在する時 

⾃動印刷設定の出⼒先 1~5 の出⼒

先名で ping が通るかの確認、または 

Windows Defender ファイアウォール 

> 許可されたアプリにて

「PcConnectMonitorAdvance」がドメ

イン・プライベート・パブリック 

いずれかの、出⼒先プリンターネットワーク

接続に適した項目にチェックがついている

かの確認 

キーワード⼀致なし 送信失敗 出⼒先 1~5 でキーワードに合致する

プリンターが存在しない時 

⾃動印刷設定のキーワード設定条件、

および出⼒先 1~5 のキーワードの内容

の確認 
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